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アザメ新聞アザメ新聞 （号外５）（号外５）
平成１７年 ７月８日発行

○河川事業において河川環境の必要性は増大しているが、河川技術者の
河川環境に関する知見及び現場経験の不足
○河川環境に関する知識と現場経験を向上させる必要性
○現場経験には実践形式の研修を行う必要性
○長期的に河川技術者を育成していく必要性

○『アザメの瀬』を河川環境の実地研修フィールドとして活用する
○対象者に応じた段階的な研修カリキュラムを構築する

背景

・アザメの瀬の形態が環境学習に好適
・順応的な自然再生事業に伴い、データを蓄積
・アザメの瀬において環境を学習する多様なメニューが存在
・土研自然共生センター等多くのアドバイザーとの連携協力体制

松浦川松浦川『『アザメの瀬アザメの瀬』』自然再生事業における自然再生事業における
””河川実地研修河川実地研修““の実施の実施

【実践編】
対象：河川実地研修（主任級）
時期：5/30～6/2

【応用編】

目的：河川環境を知るための現場経験
内容：河川環境のフィールドの基本を実体験

目的：本格的な調査体験を通じて、河川環境の
基礎を理解

内容：現場経験として植生・魚類の調査を実践

目的：河川環境の理解と実践に向けての応用
内容：整備計画の目標論から体系的に学習

現場経験と河川模型を用いた演習

【入門編】

［段階的な研修ステップ］

今回実施！
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［河川実地研修［河川実地研修 H17.5.30H17.5.30 ～～ H17.6.2H17.6.2］］

～～ 魚類調査魚類調査 ～～
◎魚類調査については、アザメの瀬と松浦川の２地点で調査方法を実習しました。
実習では、タモ網・サデ網・投網を使い、捕獲した魚を同定し記録簿に記載します。
一連の調査を理解しやすいように、各実習生がすべてを体験できるように行いました。

▲▲ 研修生が魚の体長測定魚類調査風景▲

～～ 植物調査植物調査 ～～
◎植物調査についても、アザメの瀬と松浦川本川で行いました。
調査については、水域から陸域までの植生分布把握に適したベルトトランセクト法
により、それぞれのコドラート内の被度・群度から群落組成状況を調査しました。

▲ 野帳記入風景 ▲ 被度調査風景

～～ 考考 察察 ～～

◎アザメの瀬と本川の比較からわかったこと

・アザメの瀬が魚類の産卵場となっている（ﾅﾏｽﾞ･ﾌﾅ）

・アザメの瀬は魚類・植物ともに外来種が多い。

◎研修生たちの考察

・クリーク内の水深が浅く水温が高いため、木陰を
作り水温を下げる。

・魚の避難及び産卵場所として、水際植生が増える
環境を作る。

研修生２１名参加！！！（入省３年目～主任クラス対象）
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アザメ新聞アザメ新聞 （号外６）（号外６）
平成１７年 ９月６日発行

○河川事業において河川環境の必要性は増大しているが、河川技術者の
河川環境に関する知見及び現場経験の不足
○河川環境に関する知識と現場経験を向上させる必要性
○現場経験には実践形式の研修を行う必要性
○長期的に河川技術者を育成していく必要性

○『アザメの瀬』を河川環境の実地研修フィールドとして活用する
○対象者に応じた段階的な研修カリキュラムを構築する

背景

・アザメの瀬の形態が環境学習に好適
・順応的な自然再生事業に伴い、データを蓄積
・アザメの瀬において環境を学習する多様なメニューが存在
・土研自然共生センター等多くのアドバイザーとの連携協力体制

松浦川松浦川『『アザメの瀬アザメの瀬』』自然再生事業における自然再生事業における
””河川実地研修河川実地研修【【入門編入門編】】““の実施！！の実施！！

目的：河川環境を知るための現場経験
内容：河川環境のフィールドの基本を実体験

目的：本格的な調査体験を通じて、河川環境の
基礎を理解

内容：現場経験として植生・魚類の調査を実践

目的：河川環境の理解と実践に向けての応用
内容：整備計画の目標論から体系的に学習

現場経験と河川模型を用いた演習

［段階的な研修ステップ］

【応用編】
対象：係長級
時期：10月予定

【実践編】
対象：（３年目職員～主任級）
時期：5/30～6/2実施済み

【入門編】

対象：河川実地研修（２年目職員）
時期：８月３０日午後（晴れ）

今回実施！

H17.8.29ｵｰﾌﾟﾝ

ｱｻﾞﾒの瀬自然環境学習ｾﾝﾀｰ

祝
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［河川実地研修（入門編）［河川実地研修（入門編） H17.H17.８８.30.30］］

松浦川自然再生事業に係わる事例松浦川自然再生事業に係わる事例
～段階的な施工と検証による順応的な整備～段階的な施工と検証による順応的な整備 ～～

◎自然再生事業の基本的な考え方を理解してもらうため、尾澤所長により分かりやすい
講義がありました。研修生一同真剣な面持ちで受講していました。

▲▲ 講義風景

環境調査の概要・魚類調査環境調査の概要・魚類調査
◎環境調査を行う上での、調査計画の組み立て方や調査のやり方、魚類の同定・計測の
やり方など、さらに調査時の安全管理についても講義し、研修生に学んで頂きました。
また、アザメの瀬内に入り魚類調査を行いました。

▲ 環境調査説明風景 ▲ 現場に入っての魚類調査風景

研修生２０名参加！！！（入省２年目）

・ＰＤＣＡサイクルによる順応的整備、順応的管理
H14～H17に実施してきたＰＤＣＡサイクルを説明。

・アザメの瀬の目標、合意形成ルール、施工（Ｐ、Ｄ）
・アザメの瀬中間分析結果（Ｃ）→重要
・アザメの瀬計画更新内容（Ａ）

・自然再生に完璧は困難
・手の届く目標を段階的に設定

・データや知見を得る工夫をし、不確実性に対処

Ｐ（プラン ：目標設定）
Ｄ（ドゥ ：実行）
Ｃ（チェック ：評価）

Ａ（アクション：見直し）

講義要旨

◎研修生からの質問

・S.Pって何？
→種が判別しにくい魚(稚魚等)を表す時に例えば
“コイ属S.P”と表示する。

・ﾆｯﾎﾟﾝﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ(在来種)はいないんですか？
→ﾆｯﾎﾟﾝﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞとﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ(外来種)が交わり

雑種化し区別が出来ない状況。

・外来種の駆除は？
→駆除方法は明確にはないが、全国各地で

外来種対策を検討しているところ。魚の体長計測風景▲

同定・計測同定・計測 捕獲魚種［フナsp・バラタナゴsp・カネヒラ・カムルチー・モツゴ
オイカワ・イトモロコ・タモロコ・ゼゼラ・タイリクバラタナゴ・コイ］
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アザメ新聞アザメ新聞 （号外７）（号外７）
平成１７年１１月１１日発行

○河川事業において河川環境の必要性は増大しているが、河川技術者の
河川環境に関する知見及び現場経験の不足
○河川環境に関する知識と現場経験を向上させる必要性
○現場経験には実践形式の研修を行う必要性
○長期的に河川技術者を育成していく必要性

○『アザメの瀬』を河川環境の実地研修フィールドとして活用する
○対象者に応じた段階的な研修カリキュラムを構築する

背景

・アザメの瀬の形態が環境学習に好適
・順応的な自然再生事業に伴い、データを蓄積
・アザメの瀬において環境を学習する多様なメニューが存在
・土研自然共生センター等多くのアドバイザーとの連携協力体制

松浦川松浦川『『アザメの瀬アザメの瀬』』自然再生事業における自然再生事業における
””河川実地研修河川実地研修【【応用編応用編】】““の実施！！の実施！！

目的：河川環境を知るための現場経験
内容：河川環境のフィールドの基本を実体験

目的：本格的な調査体験を通じて、河川環境の
基礎を理解

内容：現場経験として植物・魚類の調査を実践

目的：河川環境の理解と実践に向けての応用
内容：整備計画の目標論から体系的に学習

現場経験を用いた演習

［段階的な研修ステップ］

【応用編】
対象：係長級

時期：10/24～10/28実施

【入門編】

対象：河川実地研修（２年目職員）
時期：8/30午後実施済み（晴れ）

【実践編】
対象：３年目職員～主任級
時期：5/30～6/2実施済み(晴れ)

今回実施！

▲自然再生事業の一連の流れ ▲環境調査の概要、心得 ▲魚類・植物調査【アザメの瀬】

魚類調査

植物調査

▲魚類・植物調査【本川18k000】 ▲流域把握、班別討議

植物調査

魚類調査

河川特性など調査前に
基本的な情報を収集。

Ⅰ． Ⅱ． Ⅲ．

Ⅳ． Ⅴ． Ⅵ．

▲発表【提案、改善点など発表】
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［河川実地研修（応用編）［河川実地研修（応用編） H17.10.25H17.10.25～～10.2610.26］］

～～ アザメの瀬を題材に自然再生事業の一連の流れを習得しよう！！アザメの瀬を題材に自然再生事業の一連の流れを習得しよう！！ ～～

◎自然再生事業の一連の流れを理解してもらうため、松浦川の流域の概要や自然再生の
考え方について分かりやすい講義がありました。研修生一同真剣な面持ちで受講してい
ました。

【【環境調査環境調査】】魚類調査・植物調査魚類調査・植物調査
◎目標の設定前に必要な事前調査である環
境調査における、調査計画や手法、安全管
理について研修生に学んで頂きました。
また、アザメの瀬内に入り魚類調査・植物
調査を行いました。松浦川本川とアザメの
瀬の２カ所、２日間実施しました。

▲魚類調査での体長計測風景
(一人一人が計測、記入)

研修生１１名参加！！！（係長クラス）研修生１１名参加！！！（係長クラス）

自然再生事業の実施フロー

２日間の現地研修を終え、自然再生の２日間の現地研修を終え、自然再生の
目標内容に対して、分析・評価を行い、目標内容に対して、分析・評価を行い、
計画に対しての提案等を行いました。計画に対しての提案等を行いました。

※ 部分を、今回研修 で学びました。

事
前
調
査

目
標
設
定

施
工
計
画
（案
）

予
測
・
評
価

段
階
的
施
工
・
管
理

施
工
計
画

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

評
価

状況に応じて計画内容にフィードバック

【【グループ討議グループ討議】】
◎講義や２日間の現場実習より学んだこと

から、研修生は各
々のグループでア
ザメの瀬について
熱く討議しました。

研修生の考えた今後のアザメとは・・・

▲一連の流れを整理するためのフロー
▲グループ討議風景

▲植物把握におけるコドラート
調査実施風景(調査票へ記入)

写真

目標：氾濫原的湿地の再生
人と生物のふれあいの再生

【提案内容】

・アザメの瀬全体地盤の掘削→攪乱による樹林化防止
・上流部の開削による河川水の引き込み

→水量確保による流れの復元、攪乱作用の復元
・魚類の生息（生育）環境の創出→本川の生育環境改善
・上流からの土砂等栄養源の供給→本川護岸の改良
・もう一つのアザメの瀬を整備→比較、観察し、手直し。

【課題の抽出】

・湿地化の過渡期にあるアザメの瀬
の状況把握と見直し

・外来種対策

・干陸化に対する管理対策

コドラート

アザメの瀬って？？
評価？？目標？？
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アザメ新聞アザメ新聞 （号外８）（号外８）
平成１８年２月６日発行

国際湿地シンポジウム２００６国際湿地シンポジウム２００６ が滋賀県で開催！が滋賀県で開催！
日本そして世界各国から先進事例を発表日本そして世界各国から先進事例を発表

＜アザメの瀬も事例を報告＞＜アザメの瀬も事例を報告＞
日本や世界各国から研究者・環境団体・行政らが集まり、湖沼や河川など水辺の自然再

生について論議する「国際湿地再生シンポジウム２００６」が１月２８（土）～２９日
（日）に、滋賀県大津市（大津プリンスホテル）で滋賀県や国、ＮＧＯ（非政府組織）
「ラムサールセンター」（本部・東京）などが主催で開催されました。

初日は、湿地研究の第１人者、米国オハイオ州立大のウイリアム・ミッチ教授、ラム
サールセンター事務局長やコウノトリで有名な兵庫県豊岡市長らの基調講演の他、国内外
の先進的な事例などを紹介する講演が行われました。

また、翌日は、生物の多様性や地域社会とのかかわり、湿地再生の技術などテーマ別に
第１分科会～第４分科会（全４５課題）に分かれ、各分科会ごとに国内外の事例報告が行
われました。

報告課題の内、第４分科会において「アザメの瀬自然再生事業における順応的整備」と
題し、尾澤事務所長（武雄河川事務所）の事例報告が行われました。また、第１分科会に
おいて、東京大学よりアザメの瀬を事例に「トンボを対象とした氾濫原湿地再生における
目標種選定方法の検討」と題し報告が行われました。

東京大学 角谷氏の報告（第１分科会）
※報告名：トンボを対象とした氾濫原湿地再生
における目標種選定方法の検討

豊岡市長の発表
※円山川の昔の風景（ｺｳﾉﾄﾘがいる様子）

国際湿地再生シンポジウム会場
※会場では、同時通訳が行われていました

同時通訳用のイヤホン
（さ す が 国際会議）

尾澤事務所長の発表（第４分科会）
※報告名：アザメの瀬自然再生事業における順応的整備

尾澤事務所長
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ＰＤＣＡサイクルＰＤＣＡサイクル ●ＰＤＣＡサイクルを用いた整備
平成14～15年度の当初計画に対し、平
成16年度に中間分析を行い、観察池・
棚田と上池の工事を行う平成17年度
（主な工事の最終年度）の工事着手前に
計画を更新。

当初計画（Plan）、工事（Do）、中
間分析（Check）、計画更（Action）
のＰＤＣＡサイクルを用いた整備を行い、
工事終了後はモニタリングによる検証を
行いながら順応的管理（洪水攪乱や植生
の遷移などによる自然環境の変化も考慮
し、ＰＤＣＡサイクルの継続）を行って
いきます。

国際湿地再生ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ2006 第４分科会で発表した主な内容

１）掘削工事後の最終形（基本的な形）
・クリークの河岸の地盤高をT.P.3.0mまで下げる
・町道側の法面勾配を大きくする
・町道側の法面や池周辺、本川側湿地にヤナギの植樹を行う
・シードバンクは早期の植生回復に利用する（法面）
２）エコロジカルネットワークの確保

棚田や観察池とクリークの間に木製の簡易魚道を設置する
３）管理方針（基本方針として上流から下流へ徐々に人為の影響をなくす）

上池は、上流側から桟橋を出すなど上流側に学習機能をもたせ、人為的な管理も下流側
へ行くほど少なくする。なお、下池は、人為的な管理をせず自然に任せ、上池に対するリ
ファレンスとする。また植生の管理方針は、最終形ができてからモニタリングをしながら
決定する
４）環境学習
・地元のアザメの会による環境学習や河川技術者の研修フィールドとしての活用
５）モニタリング
本川とアザメの瀬との河川環境と氾濫原の環境の違いを比較できるモニタリングを行う
６）課題
・クリークの水量不足によるクリークの水質、底質が悪化
・湿性の外来種が繁茂している
・ヤナギや湿性外来種の繁茂によりクリーク部の埋没の懸念がある
・植生の繁茂により池とクリークの連続性が欠如してきた
・ブラックバスやブルーギルなど外来種が侵入している
７）課題への対応（現時点で対応方針が決まったもののみ）
・木杭や木柵による低水路の確保を行い植生管理。また、池とクリークの連続性も木杭や
木柵により水路確保を行う。なお、下池のキシュウスズメノヒエは、そのままにしておく
（トンボや稚魚の生息環境として残す）
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(7)新聞記事 

年度 　月　日 新　聞　記　事 新聞名

H13 12月5日 河川環境再生探る　9日、相知町でシンポ 佐賀

12月11日 生態系豊かな河川に　相知町で環境再生シンポ 佐賀

1月13日 命あふれる松浦川　河川環境シンポ　相知・アザメの瀬テーマ 佐賀

1月13日 豊かな自然を再び 佐賀

1月29日 「アザミの瀬」再生イメージ　現地見学会に５０人 佐賀

H14 5月25日 大黒堰改修など　１２項目を要望へ　松浦川期成会総会 佐賀

5月30日 自然再生事業の促進提案書採択　松浦川改修期成会 西日本

8月11日 ズバリ聞きます　河川環境の改善に取り組む　国土交通省武雄工事事務所長　島谷幸宏さん 佐賀

9月29日 河畔林の重要性強調　スイスの工科大講師が講演　松浦川アザメの瀬　再生事業の一環 西日本

10月9日 ５年計画で自然再生　相知・アザメの瀬　６㌶の水田跡地　魚、植物、川と一体化 毎日

11月23日 自然再生型公共事業へ　「アザメの瀬」築堤着工　自然再生型公共事業へ 佐賀

11月23日 アザメの瀬自然再生　湿地回復へ掘削始まる　 西日本

12月8日 氾濫させ自然再生　相知・松浦川　洪水対策を転換　共生の公共事業 読売

12月15日 論説　自然再生型公共事業　住民参加の“視点に”期待 佐賀

12月19日 自然再生事業の評価研究を公募　九州地方整備局　武雄工事事務所 日刊工業

2月11日 「アザメの瀬」事業に関心　佐里小　自然再生で見学会 佐賀

H15 4月2日 国交省　公共事業2.7％減　新年度　予算配分１０兆９０００億円 佐賀

4月3日 国交省予算  「アザメの瀬」着工へ  城原川ダムには1億円 西日本

4月3日 国交省の県内予算　３％減の４５５億円　嘉瀬川ダムは３５％減 朝日

4月24日 アザメの瀬自然再生事業 地元と情報交換 平山地区で説明会 佐賀

4月24日 川の魅力  アザメの瀬 生物の営み促す 湿地復元  島谷幸宏 佐賀

5月7日 武雄河川事務所の自然再生事業 評価研究公募6件採択 日刊工業

5月20日 さが水ものがたり 松浦川アザメの瀬 「湿地再生」へ官民連携 朝日

6月30日 アザメの瀬で出立式  自然再生へ 住民ら通水見守る 相知町 佐賀

6月30日 「アザメの瀬」通水開始 自然再生へ 一部の造成完了､式典 相知･松浦川 毎日

6月30日 「アザメの瀬」再生へ 遊水池化で湿地を復元 相知「出立式」住民も参加 朝日

6月30日 護岸の一部取り除きはんらんさせる　農地→湿地化の再生事業 読売

7月6日 専門家がアドバイス　厳木高のシードバンク研究 佐賀

7月6日 私が選んだ週間ニュース５　原田彰さん 佐賀

7月31日 川の魅力  土壌シードバンク　土中に眠る種子で植生再生  島谷幸宏 佐賀

8月6日 アザメの瀬 水遊びに歓声 相知･松浦川 読売

8月7日 松浦川の自然体感 100人､アザメの瀬で見学会 相知町 佐賀

8月13日 相知･松浦川「アザメの瀬」 子供たちが魚取り自然と触れ合う 毎日

8月19日 ４０人水の流れ実感　さがの川探検　棚田など見学　相知町 佐賀

3月21日 アザメの瀬 自然再生 ６大学が研究報告 相知町 佐賀

H16 4月25日 皇太子さま アザメの瀬視察 相知町 自然再生の活動に励み 佐賀

7月19日 自然再生研究など報告 鍋島報效会学術助成 ５個人団体が発表 佐賀

8月21日 川遊びなど通しアザメの瀬見学 佐賀

9月29日 松浦川の湿原再生目指そう「アザメの瀬」の成果紹介 相知町で来月ｼﾝﾎﾟ 朝日

10月8日 「アザメの瀬」学ぶセミナー始まる 相知 読売

10月9日 広がれ自然再生事業 環境アセス協会 相知「アザメの瀬」で研修会 佐賀

11月13日 論説 アザメの瀬 活用したい自然再生 佐賀

3月11日 ５大学が研究成果を発表 アザメの瀬 再生へ提言 唐津市相知町 佐賀

H17 8月30日 アザメの瀬学習センター完成 研究や交流の拠点に 唐津市相知町 佐賀

8月31日 アザメの瀬  コラム まつら路 佐賀

10月4日 「アザメの瀬学習の場に」 ＮＰＯ法人化講演会 唐津市 佐賀

3月14日 アザメの瀬再生 ユニーク研究 税金投入許容額で試算 年６億円の経済価値 佐賀

3月16日 松浦川 アザメの瀬再生事業 経済価値は「年６億円」 桜井・日大教授が研究報告 西日本  



 参-118

 

年度 　月　日 新　聞　記　事 新聞名

H18 5月17日 アザメの瀬にヤナギを植樹 地区住民ら38本 唐津市 佐賀

7月2日 唐津市「アザメの瀬」 自然再生学習スタート 造成の棚田で田植え 佐賀

10月11日 「堤がえし」豊漁 コイ料理などに舌鼓 唐津市松浦川「アザメの瀬」 佐賀

12月9日 図、写真豊富なガイド本完成　アザメの瀬　環境学ぼう　唐津市相知町 佐賀

3月11日 町づくりの視点念頭に　河川の自然再生探る　佐賀市で水環境シンポ 佐賀

H19 5月16日 30人集まり清掃活動　相知町　「アザメの瀬」　総会も 唐津

7月3日 アザメの瀬で田植え　相知小児童とアザメの会が 唐津

10月16日 泥んこでコイ捕った!　 「アザメの瀬」を水抜き　唐津市相知町 佐賀

11月26日 モチ米の稲刈りに汗　相知小５年生がアザメの瀬で 唐津

12月8日 九州川のワークショップ　アザメの会　相知町　グランプリ　 佐賀

12月15日 相知小で楽しく収穫祭　アザメの瀬で米づくりを体験し 唐津

1月16日 第７回　九州「川」のワークショップｉｎ別府　選好投票　１位「ＮＰＯ法人アザメの会」 佐賀

H20 6月30日 アザメの瀬で田植え　唐津市相知 佐賀

7月5日 アザメの瀬　再生事業に環境賞　学習の場に活用評価　土木学会 佐賀

8月6日 アザメの瀬で環境学習　児童、大学生と魚捕り　唐津・相知 佐賀

11月12日 「アザメの瀬」次世代に　NPO主催　自然再生フォーラム 佐賀

H21 なし

H22 4月3日 「アザメの瀬橋」渡り初め　唐津市相知 佐賀

8月16日 アザメの瀬で自然教室　唐津市相知 佐賀

8月22日 水辺の生態系学ぶ　アザメの瀬　唐津市相知 佐賀

10月11日 生きもの増える川に　唐津市　相知小児童が手だて紹介　アザメの瀬など調査発表 佐賀

11月1日 でっかいコイに児童ら50人奮闘　アザメの瀬で堤がえし　唐津市相知 佐賀

11月7日 環境企画さが　水辺の詩　アザメの瀬　松浦川（唐津市）　堤返しコイ「追い込め」 佐賀  
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(8)公募・委託研究 

アザメの瀬再生事業における公募・委託研究について以下に示す。 

 

公募・委託研究一覧 

公募研究年度 
研究者 所属 題目 

H15年度 H16年度 H17年度 H18年度

桜井慎一 日本大学 
ＣＶＭによるアザメの瀬の経済価値評

価に関する研究 
● ● ●  

山口裕文 大阪府立大学 

アザメの瀬自然再生過程で復元する植

物種の自然適性に関する生態遺伝学的

評価研究 

● ● ●  

西廣 淳 東京大学 
アザメの瀬における植生復元への土壌

シードバンク利用可能の評価 
● ● ●  

望月俊宏 九州大学 
アザメの瀬再生過程における土壌養分

とバイオマスの評価 
● ● ●  

増田泰久 九州大学 
イネ科草本群落の成立と哺乳類の動向

～特にカヤネズミの移入・定着～ 
● ● ●  

中島敦司 和歌山大学 
自然再生事業による生物相復元効果の

指標開発 
● ● ●  

島谷幸宏 九州大学 
アザメの瀬における氾濫流と植生域の

拡大について 
 ● ●  

吉冨友恭 東京学芸大学 
アザメの瀬の展示解説に関する方法論

的研究 
  ● ● 

 

 

 



 参-120

(9)学術論文集 

アザメの瀬に関する学術論文の一覧を紹介する。 

 

①学術論文 

● 林博徳，辻本陽琢，島谷幸宏，河口洋一, (2009) 再生氾濫原におけるドブガイ属の生態と侵入システ

ムに関する事例研究, 水工学論文集 53, 1141-1146 

● Hayashi，H., Shimatani， Y, Kawaguchi, Y. (2009) A study on seed dispersal by hydrochory in 

floodplain restoration , Proceedings of Third Interagency Conference on Research in the 

Watersheds, USGS, 233-235 

● 林博徳，島谷幸宏，泊耕一, (2010) 自然再生事業における維持管理体制の在り方に関する一考察, 河

川技術論文集 16, 535-540 

● 林博徳，島谷幸宏，小崎拳，池松伸也，辻本陽琢，（2011） イシガイ目二枚貝の有する水理特性に関す

る研究，水工学論文集，55、（印刷中） 

● Kadoya, T., Suda, S.-I., Nishihiro, J., and Washitani, I. (2007) Procedure for predicting the 

trajectory of species recovery based on the nested species pool information: dragonflies in a 

wetland restoration site as a case study. Restoration Ecology. 16: 397-406. 

● 上赤博文, (2005) 佐賀県相知町「アザメの瀬」自然再生事業以前の植生と植物相, 佐賀自然史研究 

（11）, 7-14 

● 河口洋一，山下奉海，石間妙子，林博徳，高野瀬洋一郎，関島恒夫, (2009) 水系ネットワークの再生

による氾濫原環境の修復, 水利科学 5（1）, 34-52 

● 尾澤卓思, (2006) 松浦川アザメの瀬の自然再生（特集 自然再生）, 土木施工 61（4）, 28-33 

● 尾澤卓思, (2007) 施工事例 松浦川アザメの瀬の自然再生（特集 自然を再生する技術）, 土木施工 48

（11）, 67-71 

● 島谷幸宏, (2003) 河川の自然再生～松浦川アザメの瀬を対象に～, 佐賀大学公開講座（2003 年 8 月 30

日） 

● 柴有香，桜井慎一, (2005) 松浦川「アザメの瀬自然再生事業」に対する住民意識のＣＶＭ評価-樫原湿

原の保全事業との比較を通じて, 日本建築学会学術講演梗概集 Ａ-2 防火 海洋 情報システム技術, 

427-428 

● 泊耕一, (2005) アザメの瀬自然再生事業（特集 美しい国づくり）, 月刊建設 49（6）, 20-22 

● 辻本陽琢，林博徳，島谷幸宏，池松伸也, (2009) 固定床水路を用いたイシガイ科二枚貝の移動限界流

速測定実験, 河川技術論文集 15, 103-108 

● 渡辺訓甫，平川隆一, (2007) 松浦川アザメの瀬の流況特性と本川への影響について, 水工学論文集 51, 

673-678 

● 渡辺敦子，鷲谷いづみ, (2006) アザメの瀬自然再生事業地周辺の地域の水辺環境における生物多様性

認識と事業への参加意欲に見られる世代間差, 応用生態工学=Ｅcology and civil engineering 9（1）, 

31-45 

● 山口裕文，向井恵美，中山祐一郎, (2005) アザメの瀬自然再生事業初期に出現したアザメの瀬の自然

適正に関する研究, 大阪府立大院農生学術報 57, 25-32 

● Yoshitomi， T., Masaki, K.(2006) Trends in displays and environmental interpretation for water 

environments and related facilities in Japan, Proceedings of the International Conference on 
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Ecological Restoration in East Asia 2006, 150 

● 吉冨友恭，正木賢一，嶽里永子, (2007) サインとワークシートを組み合わせたモジュール型自然解説

方法の提案-松浦川「アザメの瀬」自然再生地区を対象として, 展示学 44, 40-41 

● 吉冨友恭, (2008) 氾濫原的湿原の生態とそこでの人々の営みに触れる-松浦川アザメの瀬自然環境学

習センター, 多自然研究 154, 14-16 

● 吉冨友恭, (2008) アザメの瀬自然再生事業地における自然解説モデルの提案, 土木技術資料 50（7）, 

40-45 

● 吉冨友恭, (2009) 水辺に求められるインタープリテーション, 水辺のミュージアム 2, 65-68 

● 富田涼都，（2010）自然環境に対する協働における「一時的な同意」の可能性―アザメの瀬自然再生事

業を例に，環境社会学研究 ,16, 79-92  

 

②卒業研究論文 

● 渡辺敦子, (2006) 自然再生における参加と協働：保全生態学的調査の試み, 平成 18 年度 東京大学 博

士論文 

● 角谷拓, (2007) 新たに創出された生息場所へのトンボ類の移入ポテンシャルに関する空間生態学的評

価, 平成 19 年度 東京大学 博士論文 

● 富田涼都, (2008) 「ひとと自然のかかわり」の環境倫理に向けて：自然再生事業を例に, 平成 20 年度 

東京大学 博士論文 

● 林博徳, (2010) 出水時における再生氾濫原の機能と生物の輸送システムに関する研究, 平成 22 年度 

九州大学 博士論文 

● 柴有香, (2006) 自然再生事業においてＣＶＭ評価が果たす役割, 平成 18 年度 日本大学 修士論文 

● 片山明俊, (2006) 社会資本整備事業における社会的合意形成プロセスの評価, 平成 18 年度 九州大学 

修士論文 

● 重松光太郎, (2006) 氾濫原再生における流水による種子分散に関する研究, 平成 18年度 九州大学 修

士論文 

● 辻本陽琢, (2009) 室内水路実験におよび氾濫流解析による二枚貝の流水輸送システムに関する研究, 

平成 21 年度 九州大学 修士論文 

● 小崎拳, (研究中) 再生氾濫原の有する魚類産卵場としての機能に関する研究, 九州大学 修士論文 

● 加藤憲介, (2003) アザメの瀬水理模型実験による氾濫流の種子分散の予測, 平成 15年度 九州大学 学

士論文 

● 重松光太郎, (2004) 再生された氾濫原湿地（アザメの瀬）における出水による種子散布, 平成 16 年度 

九州大学 学士論文 

● 山口正裕, (2005) 出水によりアザメの瀬に運搬される種子の沈降特性分析, 平成 17年度 九州大学 学

士論文 

● 辻本陽琢, (2007) 再生湿地における二枚貝の分布と沈降特性に関する研究, 平成 19年度 九州大学 学

士論文 

● 小崎拳, (2009) 再生氾濫原における水質変化とその要因に関する研究, 平成 21年度 九州大学 学士論

文 

 




